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＜経歴＞
岐阜信用金庫　市場国際部副調査役。FXのディーラーと
して7年従事した後、現在は外貨建て資産負債の総合管
理を担当。その傍ら、営業担当者へのトレーニングを提
供するほか、外国為替勘定システムの管理、外貨建て会
計処理、海外金融機関とのコルレス事務、金融市場の分
析レポートも提供する。

富山大学経済学部卒

（プロフィール）

要　旨  
　ローソク足は情報量が多く、理論としての完成度も高く、多様な売買サインが存在している。
しかし、どのテクニカル分析に対しても同じ事が言えるが、ローソク足分析において出現した
売買シグナルが、すべて本物とは限らない。
　本論文で提案するバケ足は、トレンドの変化や時間の経過によって、足形が変化するという
特徴を持つ分析手法である。バケ足は、ローソク足の複数分析が理論の背景にあり、複数のロー
ソク足による多様な売買シグナルは、バケ足では単一化したパターンに集約される。
　相場は常に変動しており、価格情報は相場の局面によって重要度が変化する。バケ足は、過
去のトレンドと現在の価格水準との関係で変化していく売買のバランスとマーケット心理の変
化に着目した新しいテクニカル分析である。

序　論   
　テクニカル分析は、①市場の
動きは全てを織り込む、②価格
の動きはトレンドを形成する、
③歴史は繰り返す、の主に 3
つの基本原則に基づいている。
しかし、実際には、いつも完全
に同じように歴史は繰り返され
るわけではなく、チャート・パ
ターンも過去と全く同じように

現れるわけでない。また、完全
市場が現実に存在していないよ
うに、市場価格が全てを完全に
織り込んでいるわけではない。
その結果、テクニカル分析にお
ける売買シグナルも時々間違っ
て現れることがある。このよう
に出現したダマシの売買シグナ
ルに遭遇することで、我々は、
市場価格の方向性を間違えて認

識する可能性がある。これらは、
テクニカル分析が過去の経験則
に基づく分析モデルであること
や、個々のテクニカル分析には、
長所と短所が共存しているため
であり、1種類のテクニカル分
析だけではトレンドや天底の確
認が常に完璧に行えるわけでは
ないことを意味する。
　ローソク足分析も例外ではな

2013年度MFTA®（Master of Financial Technical Analysis）合格論文

『バケ足』分析によるトレンドと天底の確認
IFTAテクニカル分析における年間最優秀論文（ジョン・ブルークス賞 受賞）  
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い。ローソク足は4つの価格
情報（始値・高値・安値・終
値）で構成され、陰線・陽線に
よって値動きを視覚的に強調し
たテクニカル分析である。その
ため、ローソク足は単線分析だ
けでなく、複数足での分析など
高い汎用性を誇り、売買シグナ
ルとなるパターンも多く存在し
ている。
　しかし、ローソク足で得られ
る4つの価格・陰線・陽線といっ
た全ての情報を常に分析するこ
とは困難であり、マーケットの
状態によっては、分析上のノイ
ズ（不要な又は無視しても問題
ない情報）も内在していると考
えられる。また、先人達の研究
により、ローソク足は理論とし
て完成されている一方で、売買
シグナルの種類も豊富にあるた
め、必然的にシグナルの発生頻
度も高くなる。その結果、他の
テクニカル分析と同様に、ロー
ソク足分析の単線や複数足の組
み合わせによる売買シグナルが
シグナルとして常に機能すると
は限らない。時にはダマシにな
る場合もある。加えて、陰線・
陽線といった、価格の推移を視
覚的に強調することが、時とし
てチャートを間違えて解釈して
しまう可能性もある。例えば、
図1の場合、陰線の連続であ
るため、一見すると弱気相場
のように見えるが、day1から
day4 までの期間で捉えると、

実際には価格は上昇しているた
め、弱気相場にあると断定でき
ない。
　そこで、本論文ではバケ足を
使用したテクニカル分析を紹介
したい。バケ足のバケとは ｢化
ける・変化する｣ という意味を
持つ日本語である。
　バケ足は、①相場の動きで発
生するノイズを極力少なくする
こと、②天底特有の動きを見極
めることができること、③相場
のトレンドが視覚的に認識しや
すいこと、という3点を踏ま
えた分析手法である。
　任意の期間内のトレンドと比
較して、その日の値動きが逆方
向であれば、高値と安値との間
を繋いだ線（棒足）のみを表示
する。また、任意の期間内のト
レンドと比較して、その日の値
動きが同じ方向であれば、トレ
ンドに寄与した部分を陰線又は
陽線で表すというように、バケ
足は、相場のトレンドに応じて
足形を変化させる分析手法であ
る。そのため、棒足とローソク
足とが混在するようなチャート
になる。ローソク足で得られる

多くの情報をマーケットの状態
に応じて取捨選択するため、天
底をつけたことを確認するため
のチャート・パターンを単一的
なものにできる。これは、バケ
足分析の有利な点のひとつで
ある。
　視覚的にトレンドを掴みやす
い分析手法として平均足や高低
線がある。しかし、平均足や高
低線はおおまかなトレンドを掴
みやすい反面、細かい値動きは
掴みにくい。一方、バケ足は、
トレンドを視覚的に掴みやすく
するだけでない。例えば、同じ
価格の下落でも、上昇トレンド
の中での価格調整による下落な
のか、下降トレンドの中での下
落なのかで、バケ足の足形は異
なるため、バケ足は日々の細か
い値動きを完全に無視しない。
　バケ足の最大の特徴は、過去
に作成されたチャートが、書き
換えられる可能性があるという
点である。つまり、新しいデー
タを追加し、バケ足の作成基準
日を替えた結果、現在の価格と
過去の価格の関係が変化しない
場合は、足形は変化せず、現在
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の価格と過去の価格の関係が変
化する場合は、過去に描いた足
形が変化するということであ
る。ローソク足がマーケット心
理を表しているように、バケ足
の足形が変化することは、マー
ケット心理が変化していること
を表す。
　テクニカル分析は ｢鳥の目、
虫の目、魚の目｣ による分析が
不可欠であると考えている。つ
まり、｢マクロ的な分析、ミク
ロ的な分析、流れの分析｣ で
ある。バケ足は、｢流れの分析｣
を重視した分析であり、バケ足
で描かれた足形が変化すること
は、それまでの流れの変化して
いる可能性や、マーケットの方

向が不安定である可能性を示唆
している。
　相場の局面によって変化する
価格情報の ｢価値の変化｣ に
着目し、一度描いたチャートを
書き換えるというテクニカル分
析は今までに例がなかったと考
えられる。加えて、価格情報の
取捨選択によって、マーケット
の状態の変化を比較的シンプル
な形で表現するバケ足分析は、
有効なテクニカル分析ではない
かと考えられる。

分析の方法   

1. バケ足の作成方法   
　　サンプル（表1、図2）を

用いて解説する。
　1）任意の期間でローソク足
を集約することにより、マー
ケットが上昇トレンドか下落ト
レンドか横ばいトレンドなのか
を判定する。（表2、図3）
　2）集約されたローソク足と
その期間内にあるそれぞれの
ローソク足とを比較し、集約さ
れたローソク足の陰線又は陽線
の胴体部分に寄与した部分を抽
出する。例えば、集約されたロー
ソク足とある時点のローソク足
が供に上昇トレンドであり、か
つ、個別のローソク足の胴体部
分が集約されたローソク足の胴
体部分を構成していた場合、個
別のローソク足の高値と安値は
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不要な情報として削除する。そ
の結果、再構築されたローソク
足は、始値と終値のみで構成
される足形に置き換わる（図4
のday1と day5、表3の day1
と day5）。ただし、任意の期
間内の最高値・最安値は重要な
価格として認識する（図4の
day3、表3の day3）。
　3）集約されたローソク足（任
意の期間のトレンド）と値動き
が同じでない場合、始値や終値
は不要な情報として削除する。
その結果、再構築されたローソ
ク足は、高値と安値で構成さ
れる棒足のような足形となる
（図4の day2、表 3の day2）。
同様に、集約されたローソク足
の陰線又は陽線の胴体に寄与し

ない値動きについても、ローソ
ク足を再構築する際には、高値
と安値で構成される棒足で表示
させる。（図 4の day4、表 3
の day4）
　4）バケ足作成時の注意点の
ひとつは、ある時点のローソク
足と集約されたローソク足が同
じトレンドであった場合の、始
値および終値の設定方法が挙げ
られる。ある時点のローソク足
の胴体が集約されたローソク足
の胴体の一部しか構成していな
い場合は、胴体を構成している
部分のみをバケ足とする。
　つまり、集約されたローソク
足（トレンド判定期間）の始値
をある時点の始値とし、集約さ
れたローソク足の終値をある時

点の終値に置き換えるため、バ
ケ足では、図2の day3は図4
の day3のようになる。
　5）もう一つの注意点は、集
約するローソク足の数である。
例えば、集約期間が5日間だ
としたら、ローソク足は5日
間又は10日間又は15日間と
いった具合に必ず集約期間の倍
数分のローソク足を使用して、
バケ足のチャートを作成する。
　6）前述の1）～ 5）の作業
によって再構築されたローソク
足を "バケ足 "と呼ぶ。バケ足
は価格の方向性と比較し、時に
はローソク足のような形状をと
り、時には棒足のような形状を
とる、変化する足形である。
　7）新しいデータが追加され
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た場合は、以下のような処理を
行う。
　表 4 及び図 5 のように、
day6が新しいデータとして追
加されたとする。この場合、集
約期間は、これまでのday1～
day5 から day2 ～ day6 へと
変更する。そのため、集約され
たローソク足は、表5及び図6
のようになる。

　バケ足作成時は、新しいデー
タを追加したことにより、改め
て集約されたローソク足と、そ
れぞれのローソク足とを比較
し、前述2）～4）の作業を行う。
その結果、バケ足は表6及び
図7のようになる。
　表7及び図 8のように、さ
らにday7という新しいデータ
が追加された場合、再度day3

から day7までの期間でローソ
ク足の集約を行う（表8、図9）。
その次に、集約されたローソク
足と個々のローソク足を比較し
て、バケ足を再構築する（表9、
図10）。
　8）このような作業の結果、
day1 から day7 までのバケ足
の推移は図 11のように表さ
れる。
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　図 11 の day3 や day5 のよ
うに、作成基準日が異なれば、
同じ日であっても、バケ足の形
状が異なることが分かる。また、
day7のように、過去の価格と

の関係により、ローソク足より
も短い胴体を持つバケ足へと変
化する場合もある。
　以上の点を関数で表すと、以
下の通り。

《集約されたローソク足の関数》

O  con = O1
H  con = Max (H1 , H2 , …, Ht )

Lcon = Min (L1 , L2 , …, Lt )

C  con = Ct

16
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《バケ足の関数》
Otbake =  if{or[Tt + T con = 0, and (Tt + T  con = 2, Ot < O con, Ct < O con), and (Tt + T con = 2, Ct > C con, 

Ot > C con), and (Tt + T con =- 2, Ct < C con, Ot < C con), and (Tt + T con =- 2, Ot > O con, Ct > 
O  con)], ””, if[or (and (Tt + T con = 2, Ot <= O con, O  con <= Ct , Ct <= C con), and (Tt + T con =- 2, 
Ot >= O con, C  con <= Ct , Ct <= O con)), O  con, if (and (Tt + T con = 2, Ot < O con), O  con, if (and (Tt 
+ T  con =- 2, Ot > O con), O  con, Ot ))]}Htbake =  if{or[Tt + T con = 0, Ht = Hcon, and (Tt + T con = 2, Ot < O con, Ct < O con), and (Tt + T con = 2, 
Ct > C con, Ot > C con), and (Tt + T con =- 2, Ct < C con, Ot < C con), and (Tt + T con =- 2, Ot > 
O  con, Ct > O con)], Ht , if[and (Tt + T con = 2, Ctbake > 0), Ctbake, if (and (Tt + T con =- 2, Otbake 
> 0), Otbake, Ht )]}

Ltbake =  if{or[Tt + T con = 0, Lt = Lcon, and (Tt + T con = 2, Ot < O con, Ct < O con), and (Tt + T con = 2, 
Ct > C con, Ot > C con), and (Tt + T con =- 2, Ct < C con, Ot < C con), and (Tt + T con =- 2, Ot > O 
con, Ct > O con)], Lt , if[and (Tt + T  con = 2, Otbake > 0), Otbake, if (and (Tt + T con =- 2, Ctbake > 0), 
Ctbake, Ht )]}

Ctbake =  if{or[Tt + T  con = 0, and (Tt + T con = 2, Ot < O con, Ct < O con), and (Tt + T con = 2, Ct > C con, 
Ot > C con), and (Tt + T con =- 2, Ct < C con, Ot < C con), and (Tt + T  con =- 2, Ot > O con, Ct > 
O  con)], ””, if[or (and (Tt + T con = 2, Ot <= O con, O  con <= Ct , Ct <= C con), and (Tt + T con =- 2, 
Ot >= O con, C  con <= Ct , Ct <= O con)), Ct , if (and (Tt + T con = 2, Ct > C con), C  con, if (and (Tt 
+ T con =- 2, Ct < C con), C  con, Ct ))]}

ただし、
　集約期間を tとし、時点は、
1,2,3 … t で表し、1 が最も古
く、t が最も新しい時点とする。

Ot：時点 t の始値
Ht：時点 t の高値
Lt：時点 t の安値
Ct：時点 t の終値
O  con：時点1 から t までの集約
期間の始値
H  con：時点1 から t までの集約
期間の高値
Lcon：時点1 から t までの集約
期間の安値
C  con：時点1 から t までの集約
期間の終値

Otbake：時点 t のバケ足 の始値
Htbake：時点 t のバケ足 の高値
Ltbake：時点 t のバケ足 の安値
Ctbake：時点 t のバケ足 の終値
Tt：時点 t のトレンド。上昇ト
レンドなら、Tt = 1、下落トレ
ンドなら、Tt = -1とする。
T  con：時点1 から t までの集約
期間のトレンド。上昇トレンド
なら、T  con = 1。下落トレンド
なら、T  con = -1とする。
“”：該当する価格はなく、ブラ
ンクとする
if（論理式，真の場合，偽の場
合）：論理式の結果に応じて、
指定された値を返す
and（論理式1，論理式2，…）：

全ての引数が true の時、論理
式 trueを返す
or（論理式1，論理式2，…）：
引数にひとつでも true があれ
ば、trueを返す
2． バケ足における不要な情報
（ノイズ）の定義について   

　バケ足は、任意の期間内のト
レンドに寄与しているか、そう
でないかで、抽出する価格情報
を変える手法であるため、不要
な情報（ノイズ）の定義を設け
て、期間内のトレンドに寄与し
ている価格情報を抽出する。そ
の結果、抽出されなかった価
格情報はノイズとなる。ただ
し、ノイズとして扱うのは当日
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のみであり、新しいデータが追
加された場合は、価格情報を精
査し、それぞれの情報がノイズ
であるかどうかを改めて判定す
る。再判定の結果、過去と現在
の価格の関係が変化しているの
であれば、過去にノイズとして
扱った価格情報でも、現在は必
要な情報として扱われる可能性
がある。逆に、過去に必要な情
報として扱った価格情報であっ
ても、再判定の結果、現在はノ
イズとして扱われる可能性もあ
る。ノイズの定義は、以下1）
～6）の通り。

1）T  con = Tt かつH  con >  Ht の
場合のHt 、及びT  con = Ttかつ
L  con < Ltの場合のLt

　集約期間とその日のトレンド
が同じであり、集約期間内の最
高値とならなかった場合の、そ
の日の高値および最安値となら
なかった、その日の安値。
　トレンドの反転時などは、直
近の高値・安値がターゲットと
なりやすいため、ターゲットと
なる可能性が高い価格情報のみ
を残すことが目的である。その
ため、集約期間内の高値・安値
の情報は、それぞれひとつだけ
抽出し、それ以外はノイズ扱い
とする。

2）T  con = Tt = 1　かつ　O  con > 
Otの場合のOt

集約期間とその日のトレンド
が、ともに上昇トレンドの場合、
集約期間の始値よりも低い価格
の始値
3）T  con = Tt = 1　かつ　C  con < 
Ctの場合のCt
集約期間とその日のトレンド
が、ともに上昇トレンドの場合、
集約期間の終値よりも高い価格
の終値
4）T  con = Tt = -1　かつ　O  con 
< Otの場合のOt
集約期間とその日のトレンド
が、ともに下落トレンドの場合、
集約期間の始値よりも高い価格
の始値
5） con = Tt = -1　かつC  con > Ct
の場合のCt
集約期間とその日のトレンド
が、ともに下落トレンドの場合、
集約期間の終値よりも低い価格
終値

　2），3），4），5）の場合は、
集約期間とトレンドが同じで
あっても、集約ローソク足の胴
体に寄与していない始値や終値
は、結局は調整された価格情報
であるため、ノイズとして扱
う。そのため、集約されたロー
ソク足の胴体に寄与している度
合いに応じて、始値や終値を集
約期間の始値や終値に置き換え
たり、集約されたローソク足の
胴体に全く寄与していない場合
は、一旦、削除したりする。

6）T  con ≠ Ttの場合のOtとCt
集約期間のトレンドとある日の
トレンドが逆の場合、個々の始
値と終値
　この定義により、その日の価
格情報は高値と安値だけが残る
ため、チャート上では、足形が
棒足となる。色彩情報をノイ
ズとして扱うことで、バケ足
チャートではローソク足のよう
に陰線・陽線が交互に発生しな
い。そのため、陽線が多く見ら
れる場合は強気相場、陰線が多
く見られる場合は弱気相場とい
う具合に、バケ足は、トレンド
の方向性を視覚的に判別しやす
いチャートになる。この点は、
バケ足がローソク足よりも優れ
ている点のひとつである。
　ノイズの定義を設けるのは、
チャート作成に使用する情報を
限定することによって、トレン
ドの強弱をローソク足よりも
はっきりさせる事が狙いであ
る。そのため、バケ足は、ロー
ソク足のように上昇トレンドで
あっても白黒が混在したチャー
トにならず、胴体のある足形が
多く発生するほど、トレンドが
強いことを示す。
3． 期間内での集約と足形の再
構築について   

　バケ足の作成において、ロー
ソク足の集約と再構築を行う事
は、複数足を用いたローソク足
のパターン分析と密接な関係に
ある。

18

Technical Analysts Journal

テクニカルアナリストジャーナル　2014.7



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

（1）期間内での集約について
　図12は “宵の明星 ”、図13
は “弱気の抱き線 ”であり、い
ずれも売りシグナルとされてい
る。なぜ売りシグナルとされて
いるかは、複数のローソク足を
集約して考えると、理解しや
すくなる。図12のローソク足
（day1，day2，day3）を集約
すると、上ヒゲの長い陰線にな
る。また、図13のローソク足
（day1，day2）を集約すると、
図12と同じように上ヒゲの長
い陰線になる。ローソク足分析
では、上ヒゲが長いことは上値
に抵抗が強いことを意味し、一
般的には騰勢の衰えを示すこと
が多いため、“宵の明星 ”や “弱
気の抱き線 ”は売りシグナルと
されている。このように、ロー
ソク足の組み合わせによるトレ

ンド転換シグナルは有効ではあ
るが、この点は、ローソク足に
よる売買シグナルが多くなる原
因のひとつでもある。
　バケ足の作成過程において、
複数のローソク足を集約する理
由は 3つある。ひとつは、複
数のローソク足によるパターン
を集約し、トレンド反転シグナ
ルのパターンを少なくする事で
ある。ローソク足分析では、陽
線・陰線が混在しているため、
売買シグナルは単線だけでなく
複数足の組み合わせでも考えな
ければならない。しかし、バケ
足はローソク足の集約を常に
行っているため、売買シグナル
となる足形のパターンを考える
必要性がない。2つ目の理由は、
集約することにより、売買シグ
ナルとなりうるローソク足の組

み合わせが存在しているかどう
かを判定する事である。また、
3つ目の理由は、期間内のトレ
ンドが結局は上昇していたの
か、下落していたのかという情
報を集約し、期間内のマーケッ
トの方向性を整理することであ
る。ローソク足分析でも、週足
や月足といった形での集約は可
能であるが、それ以外での集約
はあまり例がない。一方で、バ
ケ足は集約期間をトレード期間
やサイクルに合わせて任意に設
定できるという柔軟性を持ち合
わせている。以上の点は、ロー
ソク足分析に対するバケ足の優
位性でもある。
（2）足の再構築について
　バケ足において、集約した
ローソク足やトレンドに応じて
足形を再構築する目的は2つ
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ある。ひとつは、再構築するこ
とによって、トレンドに対する
貢献度がどれほどであるかを表
すことである。これにより、胴
体のあるバケ足が多く発生すれ
ば、その期間にトレンドがある
ことが分かり、棒足が多く発生
すれば、トレンドに寄与してい
ない値動きが多い（値動きの方
向性がはっきりしていないこ
と）が分かる。2つ目の目的は、
ヒゲが集約期間内のどこに現れ
ているかを把握するためであ
る。ヒゲは上値または下値に抵
抗があることを表現しており、
ヒゲが長いほど、抵抗が強いこ
とを示唆している。そのため、
チャート上のどこにヒゲが現れ
たかは、バケ足分析上の重要な
ポイントとなる。
　図14は、2つの値動きのパ
ターンとローソク足である。パ
ターン1の closeは底値から反
転している途中のように見える
一方、パターン2の closeは天
井からの下落途中のようにも見
える。しかし、売買のタイミン
グは違うのに、ローソク足では
2つの値動きは同じ足形にな

る。これでは、上昇途中なのか、
ピークアウトしているのかとい
う判定は、困難である。
　そこで、図15を見て欲しい。
時間という要素を加味してロー
ソク足を作成すると、2つの値
動きは違う形のローソク足にな
ることが分かる。
　図14や図15での値動きが、
4つのローソク足だとしたら、
パターン1の day2やパターン
2の day3は陽線が描かれるは
ずである。しかし、その後のプ
ライス・アクションによって、
その価格は調整されたため、陽
線という視覚的情報は期間内で
見ると上昇を示唆する情報では
無くなってしまう。
　一方、バケ足では、図15の
パターン1の day2に現れた上
ヒゲと day3に現れた下ヒゲ、
図15のパターン2の day2に
現れた下ヒゲとday3に現れた
上ヒゲに相当する部分が棒足と
して表示される。これは、バケ
足によって足形が再構築され、
“価格調整された ”という情報
に置き換えられたことを意味す
る。同じday4の時点で見ると、

パターン1の場合は、下値に
抵抗がある状態であり、パター
ン2の場合は、上値に抵抗が
ある状態であることが分かる。
　このように、いつヒゲが現れ
たかを視覚的に捉え易くするこ
とで、価格調整が起きたタイミ
ングが、とらえやすくなる点も、
ローソク足分析に対するバケ足
の優位性であるといえる。
4．バケ足の売買シグナル   
　図16は日経平均株価のロー
ソク足と集約期間を 10日と
したバケ足のチャートである。
図16のように、バケ足チャー
トでは弱気相場は陰線で表さ
れ、強気相場は陽線で表される。
また、下落トレンドから上昇ト
レンドへの転換シグナルは、　 陰
線－棒足－陽線 　になり、上昇
トレンドから下落トレンドへの
転換シグナルは　 陽線－棒足－
陰線 　となる。
　バケ足におけるこれらのパ
ターン・転換シグナルについて
は、サンプル・モデルで説明す
る。図17は上昇トレンドから
下落トレンドに転換するという
値動きのサンプル・モデルで
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ある。
　t-1，t-2，t-3はそれぞれバ
ケ足作成における集約期間とす
る。上昇トレンドである期間
（t-1）はローソク足では陽線で
表示され、下落トレンドである
期間（t-3）はローソク足では
陰線で表示される。転換点が位
置する期間（t-2）は、胴体が
小さく、上ヒゲの長いトウバで
表示される。ローソク足分析に
おいて、上位に現れたトウバは

トレンドの終了を示すシグナル
とされている。
　単線のローソク足分析におい
て、相場の転換点に必ずトウバ
が現れるかというと、そうとは
限らない。しかし、複数足分析
において、ローソク足を集約し
て考えると、転換点はトウバ・
カラカサ・トンボ等のローソク
足の実体が小さく、ヒゲが長い
ものになりやすい傾向がある。
バケ足はこの点に着目した。集

約されたローソク足の実体が小
さく、ヒゲが長いということは、
集約前のローソク足が集約され
たローソク足の実体部分を構成
している割合は小さくなること
を意味する。そのため、再構築
される足形も棒足という形で表
示されやすくなる。このように、
バケ足では、相場の転換点は棒
足が発生しやすいため、トレン
ドの転換シグナルが単一化でき
ることになる。
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　棒足発生時の注意点として
は、棒足がどこに現れたかにあ
る。バケ足において、棒足ばか
り現れてしまう場合、マーケッ
トの状態は横ばいトレンドであ
ることを示している。上下の変

動があっても始値と終値の価格
水準が、結局は変わっていない
ためである。また、　 陽線－棒足
－陽線 　や　 陰線－棒足－陰線 　と
いった同じ色の胴体に挟まれた
形で棒足が現れた場合、それは

単なる価格調整であって、売買
シグナルにはなり難い。
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バケ足の足形について   

　バケ足は、過去と現在との価
格水準のバランスを評価するモ
デルであるため、比較する時点
の違い（期間の長さや作成基準
日）によって、チャートの描か
れ方が異なってくる。そのため、
バケ足の足形がどのように変化
していくのかを多角的に見るこ
とが重要になる。
1） 集約期間の違いによるバケ
足の足形の違いについて  

　図 18は、日経平均株価の
ローソク足と集約期間を100
日・50日・10日・5日とした
バケ足のチャートである。この
ように、同じ期間のチャートで
あっても、集約期間が違うと、
バケ足の形状も異なってくる。
これは、集約期間100日の場
合は100日前と現在、集約期
間 5日の場合は、5日前と現
在といった具合に、どの時点の
過去と現在とを比べるかによっ
て、価格水準の関係が異なるた
めである。集約期間100日の
場合、チャートの一部に陽線が
見られることから、結果的に上
昇したことが分かる。
　50日ごとに集約した場合は、
前半は陰線、後半は陽線が所々
に現れているため、下落トレン
ドから上昇トレンドに変化して
いる事が分かる。10日ごと・
5日ごとに集約した場合は、よ
り明確に陰線や陽線が現れてお

り、短期的な波動や　 陽線－棒
足－陰線 　や　 陰線－棒足－陽線 　
といったシグナルも明確になっ
ている。集約期間の違いはバケ
足の形状の違いの要因となる
が、集約期間が違っても、バケ
足の形状が同じ棒足である箇所
（緑色の丸印で示した箇所）は、
短期的なトレンド転換の箇所と
なっており、同時に上値抵抗帯・
下値指示帯となっている。この
ように、集約期間が違っても足
形が変化しないバケ足がどこあ
るかを調べることは大事なこと
である。例えば、集約されたロー
ソク足のヒゲに該当する棒足
は、上値もしくは下値に抵抗が
あることを示しているため、ト
レンド転換のシグナルとなった
り、相場が反転した時の新しい
ターゲット・レートやストップ・
ロスの水準になったりする。
　集約期間の違いは、移動平均
線の期間の設定方法と似てい
る。移動平均線の期間設定が長
くなるほど、大まかなトレンド
が掴めるのと同様に、バケ足の
集約期間が長くなるほど、大ま
かな価格の関係が一目で分か
る。図18の場合、100日前と
現在とでは結果的に価格は上昇
しており、棒足部分が調整され
た部分である点、陽線の出現が
少ない点から勘案すると、この
期間では、上昇の力が小さいこ
となどが伺える。
　このように集約する期間が長

いほど、バケ足はトレンドの強
弱や方向性を表すチャートにな
りやすい。逆に集約する期間が
短いほど、トレンドの強弱より
も売買シグナルが何処に出てい
るかに重点を置いたチャートに
なる。これは、ローソク足分
析において、売買シグナルが2
～ 5個の足形を組み合わせた
ものが多いためである。
2） 作成基準日の違いによるバ
ケ足の足形の違いについて  

　バケ足の最大の特徴は、新し
いデータを追加した結果、過去
と現在の価格の関係が変化する
と、過去に描かれたチャートが
書き直される可能性があるとい
う点である。
　図19はユーロ /アメリカド
ルのローソク足と作成基準日が
違うバケ足のチャート（集約期
間は5日）を時系列に並べた
ものである。期間Aが最初に
描かれたバケ足であり、期間B
は期間Aに新しいデータを追
加して再作成したチャートであ
り、期間Cは期間 Bにさらに
新しいデータを追加して再々作
成したチャートである。この
ような手順で期間 Eまで作成
した。
　注目すべき点は以下の通りと
なる
・26-Jul. の足形は期間Aで一
度、陽線が現れたが、その後は
棒足で描かれている。その翌日
（27-Jul.）の足形は上ヒゲの長
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い陰線で描かれることが多いた
め、この水準が天井であったこ
とを示唆している。
・5-Aug. から 10-Aug. の足形
は、陰線か棒足又は陽線か棒足
という具合に、新しいデータが
追加されるごとに、バケ足の足
形は変化して描かれている。そ

のため、この価格帯は、売買の
バランスが不安定なことを示唆
している。
・期間Dの時点で、陰線又は
棒足のみのチャートに変化し
た。しかし、陰線が発生してい
る価格帯よりも下に位置する棒
足が多く発生しているため、下

値抵抗が強まっている（下げ
渋っている）ことを示唆して
いる。
・期間 Eで新しいデータが追
加され、陽線が現れた。
・期間 Aから期間 E までの
チャートの中で、最安値を付け
た日は5-Aug. であるが、バケ
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足では下ヒゲのある陽線または
棒足で現れている。
　バケ足の足形が安定しないこ
とは、相場が一定の方向に動い
ていないという意味になる。つ
まり、集約期間内の始値と終値
の上下関係が、日々入れ替わっ
ているということである。その
ため、チャート上で、同じ形の
足形が現れなかった箇所が横ば
いのトレンドのレンジであった
ことが分かり、期間 Eのよう
にレンジを上方ブレイクした結
果、陽線のバケ足が多く現れる
ことになった。
　作成基準日をずらしていく事
によって、足形が変化し、変化

の具合によってトレンドの強弱
や天底を確認できることについ
ては、図20～図 22のサンプ
ル・モデルを使って説明する。
　図20は、マーケットにトレ
ンドがある状態でトレンドのあ
る期間を a-b とし、そのトレ
ンドの中に小波動として陽線と
陰線が存在しているサンプル・
モデルである。この場合、集約
期間 a-a’ でバケ足を作成して
も、集約期間 b’-b でバケ足を
作成しても、バケ足の足形は変
わらない。それは期間 a-a’ と
期間 b’-b は、ともに上昇トレ
ンドであり、始点の価格＜終点
の価格という関係に変化がない

ためである。
　一方、図21は、マーケット
にトレンドのない期間を a-b
とし、その中に小波動として陽
線と陰線が存在しているサンプ
ル・モデルである。図20と同
様の手順でバケ足を作成する。
集約期間 a-a’ では、始点（a）
の価格>終点（a’）の価格であ
り、下落トレンドとなる。その
ため、陽線は棒足に変化し、陰
線は同じトレンドであるため、
陰線のバケ足が現れた。しかし、
集約期間b’-b では、始点（b’）
の価格 < 終点（b）の価格であ
り、上昇トレンドとなる。そ
のため、集約期間 a-a’ で描か
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れた陰線は棒足に変化し、棒足
で描かれていた足形は陽線に変
化した。このように、期間内の
トレンドの方向が一定でない場
合、バケ足に足形の変化をもた
らすことになる。
　図22は、トレンド転換点を
“A” として、転換点 “A” までは
上昇トレンド、転換点 “A”から
は下降トレンドとしたサンプ
ル・モデルである。
　［1］から［7］は同じ期間で
あり、それぞれ、期間［1］か
ら期間［7］まで集約期間をず
らしながら、ローソク足を作成
すると “各期間のローソク足 ”
のようになる。期間［1］と期
間［2］は上昇トレンドを示す
陽線が作成されるため、この期
間は強気相場であることが分か

る。期間［3］も陽線ではある
が、上ヒゲのある状態に変化し、
上値が重くなったことを示唆す
るようになる。期間［4］は上
ヒゲのあるトウバが出現し、期
間［5］は上ヒゲのある陰線に
変化して以降は、期間［6］と
期間［7］は下落トレンドを示
す陰線が出現することになる。
このように時間軸をズラシなが
ら、ローソク足を作成すると、
トレンドの転換点が近づくにつ
れて、陽線の胴体は徐々に小さ
くなり、胴体の小さなトウバな
どの足形に変化し、次に陰線が
出現する訳である。
　このローソク足の動きに着目
したのが、バケ足の時系列分析
である。相場はトレンドの転換
点の前後で、売り手の力と買い

手の力が交錯し、値動きが安定
しない傾向がある。この値動き
の “不安定さ ”は、ローソク足
の集約において、始値と終値の
上下関係を日によって変化さ
せ、バケ足上で決まった足形が
出現しない原因となる。
　トレンド転換パターンの代
表例でもある “逆・ヘッド・ア
ンド・ショルダーズ ”や極端
に高い価格がつく “スパイク・
トップ ”のパターンで考えると
図23のようになる。
　いずれも、作成基準日の異な
るローソク足を描いたもので、
赤色で示した部分は、ヒゲに該
当する。作成基準日を変化させ
ることにより、“逆・ヘッド・
アンド・ショルダーズ ”の場合
は、陰線か　らトンボに変化し、
さらに陽線へと変化する。“ス
パイク・トップ ”の場合は、大
陽線から上ヒゲが長く胴体が小
さな足形に変化している。
　バケ足分析では、　 陽線－棒足
－陰線 　や　 陰線－棒足－陽線 　と
いった足形パターンはトレンド
転換シグナルであるが、時間の
経過にともなう足形の変化のパ
ターンもトレンド転換シグナル
となりうる。時系列分析による
天底の確認を行う場合、バケ足
のシグナルは、前日に　 陽線－
棒足 　の足形となり、新しいデー
タが陰線で現れたら、天井が
確認されたとして “売りシグナ
ル ”となる。逆に、前日、　 陰線
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－棒足 　の足形が現れ、新しい
データが陽線で現れたら、底が
確認されたとして “買いシグナ
ル ”となる。
　作成基準日が変わっても、ト
レンド転換シグナルの出現場所
に大きな違いはない。しかし、
作成基準日が変わると、全く同

じ足形が現れないのはバケ足の
欠点であると思う。しかし、作
成基準日の違うバケ足の変化の
程度を捉えることで、足許の
マーケットの状態を掴むことが
出来るという点は、この分析の
長所であり、本質であると考え
ている。つまり、いつチャート

を作成しても、足形が変化しな
いことは、トレンドが強い状態
であることを、また、基準日の
変化によって足形が変化するこ
とは、値動きが一方向に安定し
て動いていない状態であること
をバケ足は教えてくれる。

27

NTAA JOURNAL 2014.7　　Vol.1

日本テクニカルアナリスト協会　2014.7



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

バケ足を用いた取引方法
について   

　バケ足を使用して取引を行う
場合、集約期間の異なるバケ
足を時系列に使用する必要が
ある。
　図 24は、日経平均株価の
ローソク足と集約期間を 50
日・10日・5日で作成したバ
ケ足を時系列に並べたものであ
る。（A），（B），（C），（D），（E），
（F）の順に新しいデータを追
加して、チャートを作成し、（F）
が最も新しい日付のチャートと
なる。
　（A）：集約期間が違っていて
も、青い四角で囲った部分は棒
足で描かれ、青い丸で囲った部
分は陰線で描かれている。バケ
足では、陰線は弱気を示し、棒
足は調整を示すため、この時点
のマーケットは短期的・中期的
にも弱気であり、上値抵抗帯は
8900から 9050、下値支持帯
は8500から8600となる。
　（B）：新しく追加されたデー
タは、ローソク足では胴体の小
さな陽線が描かれているが、バ
ケ足では各期間とも棒足で描か
れ、パターンとしては、陰線－
棒足の状態となった。また、集
約期間50日のバケ足の中に占
める陰線の割合が減っているた
め、下落トレンドの底入れが近
づきつつある可能性も示唆され
ている。

　（C）：前日まで陰線で描かれ
ていた足形（赤い丸で囲った箇
所）が、どの集約期間も棒足に
変化した。集約期間50日のバ
ケ足が陽線と棒足の組み合わせ
によるチャートに変化した。ま
た、集約期間5日のバケ足で
は、新しいデータは陽線となっ
て現れたため、前日（B）で現
れたパターン　 陰線－棒足 　に当
日の足形　 陽線 　の組み合わせで、
下落トレンドからの転換シグナ
ル（買いシグナル）が発生した
ことになる。これらの点から、
これまで弱気だったトレンドが
強気に変化した（流れが変わっ
た）ことが確認されたと同時に、
新たな下値支持帯として8600
から 8700 という情報が得ら
れることになる。
　（D）：集約期間50日のバケ
足は、（C）時点よりも多くの
陽線が現れるようになった。ま
た集約期間10日のバケ足でも
陽線が見られるようになった。
集約期間10日のバケ足は（C）
では直近10日は　 陰線－棒足 　
のパターンが現れており、新し
いデータが　 陽線 　で発生したこ
とにより、改めて底入れ確認が
追加されたことになる。
　（E）：新しく追加されたデー
タは、どの集約期間のバケ足で
も陽線が描かれており、マー
ケットは強気の状態が継続し
ていることを示唆。（A）時点
において設定した上値抵抗帯

（8900 ～ 9050）をブレイク
したため、新しい上値抵抗帯は
　9150～ 9300となる。
　（F）：（E）時点において設定
した上値抵抗帯の下限に達し、
　 陽線－棒足 　のパターンとなっ
た。そのため、早めに手仕舞う
のであれば、売りとなるし、今
後追加されるデータが陰線で発
生するまで待っても良い。
　バケ足はローソク足の体裁
を残しているため、“swing 
target” や “bull/bear flag 
target” などのターゲット計算
を行うことも可能である。加え
て、本例のように、バケ足を使
用して取引を行う場合、時系列
に観測し続けることで、変化す
る足形と、変化しない足形を発
見し、マーケットのキーポイン
トとなる価格水準を探ることが
大切になる。集約期間が同じで
も、作成基準日が変わると足形
が変わってしまう場合、価格水
準の関係が変化していることに
なり、値動きが不安定なのか、
売買のバランスが安定していな
いことが分かる。逆に、集約期
間・作成基準日を変えても、足
形が棒足で変化しない場合、ト
レンドから外れた値動きである
ことを意味し、そのような価格
水準がターゲット・レートやス
トップ・ロスの水準として設定
しやすくなる。
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　バケ足がローソク足分析より
も有利な点として、将来、マー
ケットのセンチメントが変わる
水準を予想できる点が挙げられ
る。バケ足は過去と現在の価格
水準を比較し、強気なら陽線、
弱気なら陰線、調整は棒足で表
すため、価格水準がいくらに
なったら陽線に転換するか（ま
たは陰線に転換するか）を集約
期間の始値と見比べるだけで良
い。取引のスタイルや期間等に
合わせ、このようにして導き出
された価格も、ターゲット・レー
トやストップ・ロスの水準とな
りうる。

考　察   

　本論文では、ユーロ／アメリ
カドル相場と日経平均株価の日
足データを用いたが、バケ足は
始値・高値・安値・終値があれば、
様々な銘柄で作成出来る。また
週足・月足ベースでもバケ足分
析を行うことが可能である。
　バケ足分析では、陽線が多く
出現している場合は、強気であ
ることを意味し、陰線が多く出
現している場合は、弱気である
ことを意味する。また、天井
をつけた場合は、　 陽線－棒足－
陰線 　又は　 陽線－陰線 　といった
チャート・パターンになり、底
をつけた場合は、　 陰線－陽線 　又
は　 陰線－棒足－陽線 　といった
チャート・パターンになる。こ

れらのパターンの本質は、　 売買
のバランスが強気－不安定（迷
い）－弱気 　又は　 弱気－不安定
（迷い）－強気 　へと変化したと
いうマーケット心理の変化を
チャート化したというものであ
る。バケ足分析を実際の取引に
応用する場合、様々な集約期間
の時系列による観測で、マー
ケット心理を掴む（流れを読む）
ことが重要になる。
　価格調整の値動きは、バケ足
分析ではトレンドと逆方向の値
動きであるという意味で、棒足
が現れる。そのため、チャート
内で、棒足のウエイトが高まる
ほど、過去と現在の価格のバラ
ンスが変化している事を意味し
ている。また、棒足が、どの集
約期間のバケ足においても出現
していれば、その値動きは調整
された価格水準を意味する。
　新しいデータを追加すること
により、チャートが書き換えら
れる可能性があるということが
バケ足の特徴である。そのた
め、チャートが書き換えられる
割合が多いほど、売買のバラン
スが不安定であり、トレンドが
定まっていないことを示してい
る。また、トレンドがある状態
でも一度描かれた陽線（又は陰
線）が日にちの経過によって、
その胴体が小さくなっていくよ
うであれば、現在のトレンドに
対するマーケット心理が変化し
つつあることを示している。逆

に一度描かれた足形が変化しな
い場合は、マーケット心理が過
去も現在も変わっていないこと
を示すため、足形が変わらない
陽線が現れ続ける事は、強い上
昇トレンドであることを示唆
し、足形が変わらない陰線が現
れ続ける事は、強い下落トレン
ドであることを示唆する。この
ような変化がもたらされるの
は、バケ足がローソク足の集約
と再構築を常に行っているため
である。そのため、集約された
ローソク足が変化することは、
期間内のトレンドそのものが変
化することを示唆し、日々のバ
ケ足が変化することは、期間内
の売買のバランスが変化するこ
とを示唆する。トレンドと売買
のバランス、どちらの変化も重
要であるため、集約されたロー
ソク足の変化も、日々のバケ足
の変化も、どちらも、“変わる ”
ということは重要なポイントで
ある。
　また、バケ足は、後日、チャー
トが書き換えられ可能性がある
ため、一度現れたトレンド転換
シグナルも、取り消されること
がある。この場合、実はマー
ケット心理は変わっていないこ
とを、より長期の集約期間で作
成したバケ足を使用して確認す
る必要がある。なぜなら、バケ
足の集約期間は長いほどトレン
ドの強弱と方向性を示し、集約
期間が短いほどトレンド転換シ
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グナルの発生箇所を探るチャー
トになるからだ。
　また、“足形が棒足で変わら
ない ”価格水準は、いつ見ても
トレンドに逆らうという心理が
強く働く水準ということになる
ため、トレンド転換時のター
ゲット・レートやストップ・ロ
スの水準とすることが可能と
なる。

結　論   

　チャートが歴史を刻んでいる
とすれば、バケ足はその歴史を
作成基準日によって変えている
ことになるため、作成基準日や
集約期間の設定によっては、何
種類かの過去が存在することに
なる。確かに、始値・高値・安
値・終値は実際に存在した価格
であり、不変の事実である。し
かし、相場の状況に応じて、バ
ケ足は、これらの価格情報は消
去されたり、再び抽出されたり
する。この点は、従来の分析手
法の観点からみると欠点とな
る。なぜなら、テクニカル分析
におけるチャートは我々に過去
の値動きに対する情報を提供す
る役割も持っているからだ。
　しかし、バケ足の足形が変わ
ることは、本当に欠点なのだろ
うか？実際の市場価格は常に動
いているため、値頃な価格水準
や買われ過ぎの水準も変化して
いる。また、トレンドの転換点

は常に同じ価格ではない。そう
であれば、過去と現在の関係に
よって足形を変えることが、こ
ういった水準の変化に対応でき
るアプローチのひとつではない
だろうか。
　ローソク足では、一度出現し
た足形は、過去・現在・将来に
わたり、変化することはない。
そのため、我々は、分析のため
の多くの情報が得られる。その
一方で、レンジ取引内の値動き
であっても、トレンドに追随す
る上昇であっても、下落トレン
ド中の調整のための上昇であっ
ても、ローソク足では同じ陽線
であるため、その陽線が、どれ
ほど重要なのか（または価値の
ある情報なのか）は、さらなる
分析を要する。一方でバケ足
は、ローソク足分析に比べ、①
視覚的にトレンドがつかみやす
い点、②売買シグナルのパター
ンが少ない点、③マーケット心
理の変化そのものを可視化でき
ること、といった優位性をもつ。
　足形を変化させ、チャートを
書き換えることで、移ろいやす
いマーケット心理の変化を表現
できるバケ足分析は、過去と現
在の価格水準を常に評価し続け
る有効な手法であるといえる。
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